
業界初！【ETC活用】と【車番認識】の“ハイブリッド車両管理” 

■ 両技術を組み合わせた＜高い運用性＞と＜認識率＞を実現 
■ 現場に合わせて＜ETCのみ＞＜車番認識のみ＞および混在環境の導入も可能 
■ 複数入退場口の同時管理も可能 

【古野電気が提供するETC車両管理ソリューション】 

車両管理の現場で発生している様々な課題をETCで解決致します。 

 

■ 事業所への入退管理・周辺道路におけるスムーズな運航、渋滞発生 
■ 対象車両の可視化（入退時刻管理、ゲート連動制御） 
■ 人件費の増加（受付業務・警備員や作業員） 
 



構内物流 可視化ソリューション（システム設置イメージ） 

■ 入退場口・待機場・バース状況の可視化（待機/稼働状況、稼働率など） 
■ 各エリア情報は統合管理ソフトウェアにより一元管理されており、 
  適切なタイミングでの車両誘導やデータ分析を実現致します。 

       【 待機場 】 

【 入場口 】       【 退場口 】 

 < 守衛 > 

■ 車両検知/識別      
■ 入退場/滞在時間 履歴 

■ 満空状況/待機場状況管理 
■ 滞在時間取得 
■ 電子掲示板 連動 

■ 車両検知/識別/入退場制限 
■ カメラ ハイブリッド システム 
■ ゲート/パトライト/電子板連動 

       【 バース 】 

ETC車載器が持つWCN *1を活用し、 
DSRCアンテナ＋カメラにより 入退場～待機場～バースに 
おける車両管理ソリューションを提供 
*1 WCN：Wireless Call Number（ETC車載器が持つユニークID） 

＜PC＞ 



統合管理ソフトウェア 

■ 統合管理ソフトウェアでは、ETCシステムから得られる情報をスマートに 
  管理し、アンテナのステータス表示やカメラ画像、各種データ提供を行う 
  標準プラットフォームです。 
 

＜主要機能＞ 
・車両情報登録/ 
 編集/削除 
・複数ゲート管理 
・入退場履歴管理 
・滞在時間管理 
・車両検索 
・滞在中車両表示 
・リモートゲート開 
・接続機器死活監視 
・その他、各種設定  



社名 古野電気株式会社 

本社所在地 兵庫県西宮市   

設立 1951年 (昭和26年) 

事業内容 
舶用電子機器および産業用電子機器など
の製造・販売 

資本金 7,534 百万円 

従業員（連結） 2,926 名 

売上高（連結） 83,066 百万円 

代表者 古野 幸男 

上場取引所 東京証券取引所市場第一部 

古野電気は1948年に世界で初めて魚群探知機の実用化に成功して以来、舶用
電子機器分野において、その独自の超音波技術と電子技術をもとに数々の世界
初・日本初の商品を提供し続けてきました。 
そして今日、世界80カ国以上に販売拠点を有し、世界規模の舶用電子機器総合
メーカーとしての確固たる地位とブランドを築いてきました。 

古野電気株式会社 会社紹介 

（お問合せ）古野電気株式会社 システム機器事業部 

お問合せ 0120-66-6142 ＜受付時間＞午前10時〜午後5時 

詳しくは Webサイト  http://www.furuno.com/をご覧ください。 

http://www/

